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１．背景 

 近年，健康意識の高まりを反映し，ランニング

などスポーツを始める人が増加している一方で，

スポーツ中の心臓突然死や熱中症などの発生が

報告されている．それゆえ，競技の参加者が安全・

安心して競技に取り組めるよう，スポーツ救護に

携わる医療従事者には専門的な知識や技術が求

められている． 

 スポーツイベントにおける救護体制を構築す

るうえでまず求められるのは，傷病者の発生現場

に居合わせる可能性の高いすべての救護スタッ

フがファーストエイドを行えることである．しか

し，スポーツ救護に携わる医療従事者の 1 人であ

る看護師を対象としたスポーツ救護に関する研

修は行われているが，体系的に専門的な知識や技

術を学ぶ機会は限られており，大学などの基礎教

育でも十分行われていないのが現状である． 

 以上のような状況を鑑み，本学では 2020 年度

より看護学部の学生を対象に，「スポーツ救護ボ

ランティア研修」を企画し，運営した．このよう

な看護学生を対象としたスポーツ救護研修は国

内に類例のない先進的な取り組みであるため，研

修プログラムのさらなる検証と改善は不可欠で

ある．それゆえ，2021 年度のスポーツ救護ボラン

ティア研修のプログラムをより充実させること

を目的に，研修に参加した学生のアンケートの分

析を行った． 

２．方法 

2020 年度のスポーツ救護ボランティア研修に

参加した A 大学看護学部の学生 48 名に対して無

記名自記式アンケートを配布した．アンケート項

目は，学年，性別，スポーツ経験といった基本情

報に加え，参加者が経験したことのある怪我や対

処方法について知る機会，研修に対する態度や研

修内容，運営に関する項目などを設けた．また，

アンケートには授業や演習に対する意見，研修で

印象的であったこと，今後取り扱ってほしい内容

などを自由に記載する項目も設けた．アンケート

は項目ごとに単純集計を行った．自由記載の項目

は記載された内容を精読し，意味内容に注目しな

がら質的に分析を行った．本研究は A 大学の研究

倫理審査専門委員会の承認を経て実施した（承認

番号 2020030）． 

３．結果 

スポーツ救護ボランティア研修に参加した学

生は，1年生17人（35.4％），2年生7人（14.6％），

3 年生 22 人（45.8％），4 年生 2 人（4.2％）であ

った．スポーツ経験があると答えた学生は 45 人

（93.8％）であった．スポーツ経験の内訳は，テ

ニス・バドミントン・卓球が 1 番多く 18 人

（37.5％），次いで水泳 16 人（33.3％），バレー

ボール 9 人（18.8％）であった． 

研修に参加した学生が経験したことのある怪

我は，すり傷39人（81.3％），突き指30人（62.5％），

切り傷 29 人（60.4％）の順に多かった． 

 スポーツ救護ボランティア研修に参加した学

生がスポーツ時の怪我や病気の対処について知

る機会があったのは，打撲・捻挫への RICE 処置

が 23 人（47.9％），突き指や捻挫に対するテーピ

ングが 22 人（45.8％），熱中症の判断と対応は 21

人（43.8％）であった． 

 研修に対するアンケートでは，「私は意欲をも

って研修に取り組んだ」，「研修の内容は興味深い

ものだった」と答えた学生は 48 人（100％）であ
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った．また，「研修の内容について理解できた」と

答えた学生は 46 人（95.8％）であり，「総合的に

考えて研修は意義あるものだった」と答えた学生

は 47 人（97.9％）であった．一方で「研修の授

業や演習の時間は適切であった」と答えた学生は

36 人（76.6％）であり，「研修の開催時期は適切

であった」と答えた学生は 31 人（64.6％）であ

った． 

自由記載の分析では，研修の授業や演習の時間

については，授業や演習の時間の長さは適切であ

ると記載している学生もいたが，演習の時間が長

かった，または短かったという意見もあった．開

始時間については，もう少し早い時間帯で開催し

てほしいという意見が多かったが，実習中の学生

も多いため，全学年が参加するためには遅い時間

帯で開催した方がいい，という意見もあった． 

研修の開催時期に関しては，3 年生は実習期間

と重なっていたため大変であったが，1，2 年生は

適切であったという意見があった．また，前期に

開催した方がいいという意見がある一方で，1 年

生からはある程度知識がついた時なので後期の

開催の方がいいという意見もあった． 

研修に参加することで印象に残った事として，

包帯やテーピングの巻き方，AED の使い方などを

挙げる学生が多かった．また，スポーツ救護特有

である傷病者のケアの方法を学習できたことを

挙げる学生も多く，看護学部のカリキュラムでは

学習できない分野について学習できたことを挙

げる意見が散見された．一方で，演習において他

の学年の学生と話しながら参加できたことが印

象的であったという意見もあった． 

４．考察 

 2020 年度のスポーツ救護ボランティア研修の

プログラムは，研修に対するアンケートの結果よ

り，全体的に肯定的な評価を得ることができたと

考える．また，授業や演習を担当した教員への評

価も非常に高く，参加した学生の満足度は高いと

考えられた．自由記載の分析から，演習で実際に

包帯やテーピング，AED などを用いたことが満足

度を高めた要因の 1 つであると考えられた． 

 研修に参加した学生の大半はスポーツを経験

していた．スポーツをしていた学生は，自身の経

験によってスポーツ救護への高い関心をもって

いると考えられる．研修プログラムをより拡充さ

せるためには，学生が経験したことのあるスポー

ツや怪我，また怪我への対処法などの背景に焦点

を当てることで，より学生のニーズに合ったプロ

グラムになると考えられた． 

 自由記載では演習時間の短さを指摘するもの

が顕著であった．今回の研修に参加した学生が演

習時間を短いと感じていることは，専門的な知識

が深まった一方で，それを活かす演習の場が十分

ではなく，技術の習得が不十分な状態で研修を修

了していることを意味している．技術が不十分な

状態でスポーツ救護に関わることで，適切な救護

を傷病者に提供できなくなる可能性が懸念され

る．それゆえ，学生が実践的な技術に関する演習

を十分行うことができるように，研修の運営プロ

グラムを検討していく必要があると考える． 

研修の開催時期や時間帯に関しては，アンケー

トでは全体と比べて評価が低かった．この背景に

は，国家試験の勉強や臨地実習，公共交通機関な

どの影響が考えられた．看護学部のカリキュラム

上，全学年が負担なく参加できる研修開始時間を

設定することは難しいため，研修に参加した学生

の背景に合わせて開始時間を柔軟に検討してい

く必要があると思われた． 

５．まとめ 

 スポーツに対する健康意識の高まりとスポー

ツ救護に関わる看護師への社会のニーズを踏ま

え，2020 年度に看護学部の学生を対象にスポー

ツ救護に関する研修の企画と運営を行った．研修

に参加した学生のアンケートの結果では，研修の

プログラムに対する評価は高かったが，さらに学

生のニーズに答えるために，プログラムの再検討

も必要であると考えられた．一方で，開催時期や

開始時間などには課題が残る結果となった．スポ

ーツ救護ボランティア研修を拡充させていくた

めには，これらの課題を明確化し，改善していく

必要があると考える． 
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